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■ 中南米地域火山防災能力強化研修 活動支援 

■ 北海道流域環境防災研究会 運営支援 

■ 札幌市清田区北野地区防災研究会 運営支援 

■ 樽前山周辺地域における防災啓発講座 企画・講師派遣 
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（CeMI より受託） 

中南米地域火山防災能力強化研修 活動支援 

中南米地域の火山災害を有する国を対象とし、火山防災の現場に携わる行政官

や学識者の育成を目的とした研修を独立行政法人国際協力機構（JICA）とともに

実施した。チリ、エクアドル、グアテマラ、コスタリカ、コロンビアの 10 名の研

修員は、約 1 ヵ月にわたる講義やディスカッション、現地視察や住民との意見交

換を通じ、日本の減災対策や体制整備、人材育成の実例を学んだ。そして、行政や

地域コミュニティを連携させた、自国における防災力向上プランを作成した。特に

今年度はコロンビアのネバド・デル・ルイス火山噴火で起きた大規模災害から 25
周年ということもあり、研修員の熱意も高く、日本をはじめ他国の状況や取り組み

について理解し合えたことが大変有益であったとの評価が得られた。 

 
日 程：2010 年 6 月 21 日～7 月 23 日 
研修員：10 名（チリ 2 名、エクアドル 3 名、グアテマラ 2 名、コスタリカ 1 名、

コロンビア 2 名） 

  

講義の様子 国際ワークショップ 

  

有珠山現地研修（西山山麓散策路） 十勝岳現地研修（十勝岳火山砂防情報センタ

ー） 
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（CeMI より受託） 

北海道流域環境防災研究会 運営支援 

平成 16 年度に北海道内の河川防災に関係する機関が集まり、流域の環境防災に関

する協議を行う場として設置され、CeMI の自主事業として行われている「北海道流

域環境防災研究会」は、平成 21 年度までしばらく各現地ワーキング（豊平川 WG、

沙流川 WG）を優先して実施していたが、本州各地で発生している水害の評価を共有

し、教訓を道内の減災に活かしていくため、現状に即して規約を一部改正し第 7 回の

本研究会を行った。 
平成 22 年 7-8 月には北海道内においても多くの被害を伴う水害が発生したため、

被害状況とその対応を共有するため、研究会のコア機関が参加する『運営委員会』に

おいて、情報共有を図った。 
 

  
第 7 回 北海道流域環境防災研究会 

 
 

平成 22 年度 第 1 回運営委員会 
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（CeMI より受託） 

札幌市清田区北野地区防災研究会 運営支援 

札幌市清田区の北野地区において、町内会連合会主体の「北野防災研究会」の設立

と研究会運営にあたっての活動支援を行った。研究会には町内会連合会の役員、17 単

町内会の会長をはじめ、地域の活動を支援するため、地域にある 3 小学校、2 中学校、

1 高校の校長、PTA 会長や清田区災害防止協力会などのボランティア団体、地域にあ

る大型店舗をもつ企業、清田区役所などが参画した。研究会では、設立総会、地域を

知るための講演、演習、DIG による地域自主防災における課題出しなどを行うととも

に、幹事会において、地域の古老を招いての座談会などさまざまな取り組みを実施し

た。 
今後は地域で継続的に研究会が実施されるためのノウハウの蓄積や各単町内会に

おける自主防災の取り組みを推進し、地域住民が自主的に研究会を継続的に活動して

いくことができる体制を整備することとしている。 
 

 
 

北野防災研究会構成イメージ 北野防災研究会設立総会 

  

「地域を知る」座談会 第 3 回研究会 DIG 
 

  

【研究会事務局】
飯田・山田（北野地区町内会連合会）
伊藤・渡邊（ＣｅＭＩ）

行
政

【清田区総務企画課 課長】
【北野まちづくりセンター 所長】
【清田消防署北野出張所 所長】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【清田消防団北野分団 分団長】
【日赤奉仕団北野分団 分団長】
【清田区災害防止協力会 会長】

【ホーマック北野通店 店長】
【ラルズストア北野店 店長】
【ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ札幌北野６条店 店長】
【(コンビニエンスストア) 店長】
【(コンビニエンスストア) 店長】

学
校
関
係

【北野小学校 校長】
【北野台小学校 校長】
【北野平小学校 校長】
【北野中学校 校長】
【北野台中学校 校長】
【清田高校 校長】
【北野児童会館 館長】
【北野台児童会館 館長】

【北野小学校 PTA会長】
【北野台小学校 PTA会長】
【北野平小学校 PTA会長】
【北野平中学校 PTA会長】
【北野台中学校 PTA会長】
【清田高校 PTA会長】

地 域

町
内
会
連
合
会

【会長】
【副会長】
【防災部長】
【女性部長】
【福祉厚生部長】
【保健衛生部長】
【防犯部長】
【体育部長】
【青少年育成部長】

町
内
会

【北野町内会 会長】
【東北野町内会 会長】
【南北野町内会 会長】
【上北野町内会 会長】
【西北野町内会 会長】
【八望台町内会 会長】
【北野団地自治会 会長】
【朝日ヶ丘町内会 会長】
【北野新和町内会 会長】

【北野第二団地自治会 会長】
【北野まきば町内会 会長】
【北野グリーンタウン自治会 会長】
【北野中央自治会 会長】
【北野第三団地町内会 会長】
【北野641自治会 会長】
【北野サンタウン自治会 会長】
【北野すみれ町内会 会長】

福
祉

【北野地区社会福祉協議会 会長】
【福祉のまち推進センター 運営委員長】
【北野地区民生委員・児童委員協議会 会長】

【北野地区老人クラブ連絡協議会 会長】
【保護司会北野分区 分区長】
【北野地区更生保護女性会 会長】

関係行政機関など

関係機関・関係者など

支援要請支援

連携支援 支援要請

連携

連携
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（苫小牧市・白老町・千歳市より受託） 

樽前山周辺地域における防災啓発講座 企画・講師派遣 

樽前山周辺地域における地域防災力の向上を目的としてこれまで地元自治体・防

災関係機関で行ってきた防災教育検討の活動が継続され、平成 22 年度においても

各自治体において住民に対する防災啓発の取り組みが行われた。当機構では、その

企画・運営支援・講師派遣などを行っている。 
苫小牧市では 5 年目となる市民防災講座、白老町では 3 年目となる町民防災講

座、千歳市では市の全町内会による町内会長研修会において防災に関する勉強会を

それぞれ実施した。 
 

 

 

苫小牧市民防災講座 講演資料 平成 22 年度白老町民防災講座 

 

 

白老町民防災講座 講演資料 平成 22 年度千歳市町内会長研修会 
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（胆振総合振興局より受託） 

洞爺湖有珠火山マイスター制度 運営支援 

有珠山地域の防災力向上や次期噴火に備えた防災リーダーの育成をねらいと

し、胆振総合振興局および有識者・地元自治体・関係機関等によって「洞爺湖有珠

火山マイスター制度」が構築され、過去 2 年間に 11 名の火山マイスターが誕生し

た。また、次世代を担う子どもたちの育成を目指したジュニアマイスター制度も開

始された。本制度の定着・拡大および円滑な遂行を目的として、以下の活動内容に

ついてその運営支援を行なった。 
①火山マイスターに係るホームページの更新 
②洞爺湖有珠火山に関する学習会の開催 
③洞爺湖有珠火山マイスターの認定審査の実施 
④洞爺湖有珠火山サポーターおよびジュニアマイスター認定登録 
⑤洞爺湖有珠火山マイスター運営委員会および認定審査委員会の実施 
⑥洞爺湖有珠火山マイスター等のためのテキストの作成 

平成 22 年度には新たに 6 名の火山マイスターが誕生した。また、壮瞥町の中学

生 14 名がジュニアマイスターとして認定された。 
 

  

火山マイスター認定審査 子ども向け学習会 

  

火山マイスター運営委員会 火山マイスター養成講座 
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（日高教育局・足寄町より依頼） 

足寄町における青少年の体験活動推進事業 活動支援 

日高教育局で毎年実施している青少年の体験活動推進事業「ジュニアリーダーコ

ース」が、平成 22 年度は足寄町をフィールドとして実施されることとなり、さま

ざまなテーマのうち『防災』コースについて、足寄町から講師派遣等の支援依頼が

あった。当機構が事務局を担う雌阿寒岳噴火対応計画検討会で有識者アドバイザー

と務め、雌阿寒岳の火山研究の第一人者である北海道教育大学の和田教授に解説お

よびフィールド案内をお願いし、当機構で運営の支援を行った。 
 

  

主会場 ネイパル足寄 解説する和田教授 

  

フィールド学習 オンネトー湖畔にて フィールド学習 湯の滝コース 
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（CeMI 北海道自主活動） 

CeMI 北海道講演会の開催 

平成 22 年度で５年目を迎えた CeMI 北海道では、会員をはじめ道内の環境や防

災の活動を行っている研究機関や民間企業に向けて講演会を開催した。今年度は、

主テーマを『気候変動』と設定し、札幌管区気象台技術部気候･調査課の小司晶子

氏に「北海道の気候変動」、CeMI 北海道理事（北電総合設計株式会社技術研究所

長）の中村興一氏に「近年の豊平川の流況変化と渇水対応」、寒地土木研究所寒地

水研研究グループの水垣滋氏に「森林流域からの土砂流出」について、それぞれの

視点から講演頂いた。 
講演会には 55 名が参加し、活発な意見交換が行われた。 
 
 

 

 
 

 

 
 

講演会 小司氏の講演 

 

 

 

 

 

中村氏の講演 水垣氏の講演 
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（CeMI 北海道自主活動） 

CeMI 北海道会員研修セミナーの開催 

CeMI 北海道の会員サービスの一環として平成 22 年度より試行的に『会員研修

セミナー』を実施した。基本的に開催は偶数月の第 2 金曜日 18 時からに固定し、

CeMI 北海道の理事を中心に話題提供・意見交換を行った。 
回 月 日 題 目 話題提供者 参加 

１ H22.6.18 

北海道の気候変化 
小司 晶子（札幌管区気象台地球温暖
化情報官） 

55 名 
近年の豊平川の流況変化と
渇水対応 

中村 興一（北電総合設計株式会社技
術研究所長） 

森林流域からの土砂流出 
水垣 滋（独立行政法人土木研究所研
究員） 

２ H22.8.20 気候変動と河川計画 黒木 幹男（CeMI 北海道専務理事） 25 名 

３ H22.10.15 
氾濫シミュレーションの精度に
関わる課題 

藤間 聰（CeMI 北海道代表理事） 17 名 

４ H22.12.1 地域社会に眠る災害情報 新谷 融（CeMI 北海道理事） 19 名 

５ H23.4.15 火山噴火がもたらす気候変動 宇井 忠英（CeMI 北海道理事） 22 名 

セミナー後には場所を移し、当機構の理事やスタッフ、会員同士で情報を共有す

るための情報交換会を行った。今後もさまざまなテーマを設け、継続していく予定

である。 

  
第 2 回セミナー 第 3 回セミナー 

  
第 4 回セミナー 第 5 回セミナー 
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（CeMI より受託） 

沙流川流域における住民自主防災活動への支援 

沙流川の流域住民や防災関係機関と連携し、住民主導による豊かで安全な流域

未来をつくるための活動の支援を行った。 
平成 17 年度から継続している「豊かで安全な沙流川流域未来をつくる会」では、

住民部会において流域における住民活動の内容を共有するとともに、平取町貫気

別地区では住民、地元自治体および河川管理者が協働して、住民手づくり防災マッ

プを活用したハザードマップモデル案を制作した。また、流域住民による自主防災

組織構築を促進させるため、自主防災組織が構築されている地域、されていない地

域の代表者や流域自治体にヒアリング調査を行い、有効な構築の手法や促進方法

などを提案した。日高町富川地区では、特に沙流川の水害に警戒が必要な 7 町内

会が合同で自主防災組織構築に向けた勉強会を開催し、その企画・運営を行った。 
さらに、流域の防災関係機関で組織する沙流川ワーキングでは、平成 21 年以降

に発生した国内の水害を教訓に、沙流川流域における防災情報伝達手法の検討を

行い、より安全でスムーズな情報伝達の方法を提案した。 
今後はこれら自主防災組織の構築促進やハザードマップの制作、防災情報伝達

方法などのモデル案を活用して、住民・地元自治体・防災関係機関協働で豊かで安

全な沙流川流域づくりの具体的な取り組みを行っていく予定である。 

  
第 1 回住民部会 流域住民・自治体・関係機関合同の現地検討会 

  
日高町富川地区住民自主防災勉強会 第 1 回沙流川ワーキング 
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（洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会より受託） 

洞爺湖有珠山ジオパーク 推進支援 

平成 20 年 8 月に「世界ジオパーク」に登録された洞爺湖有珠山地域において、

平成 21 年度末に「洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会」が設立された。平成 22 年

度は、同ジオパーク推進のため、マスタープランの作成と地域に掲示するための総

合案内板の制作、およびジオパークガイドの制作支援を行った。マスタープランお

よび総合案内板、ジオパークガイドの骨子や原稿・デザイン案を作成し、協議会の

学識顧問会議・教育普及委員会において内容を協議して完成した。 
 

 
総合案内板デザイン 

  
ジオパークガイド 01 巻 洞爺湖有珠山ジオパークマスタープラン表紙 

 

  



11 
 

（洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会より受託） 

洞爺湖有珠山ジオパーク解説板 作成支援 

洞爺湖有珠山ジオパークでは、来訪者がジオサイトを気軽に訪れ、そこの地域的

な価値を学ぶことができるよう、さまざまな場所に解説看板を設置している。当機

構では、岡田副代表理事監修のもと、解説看板の原稿作成および盤面デザインの制

作を行っている。 
今後も同地域における解説看板を随時、適切な場所に掲示する予定であり、各方

面の専門家と調整のもと、解説板の作成作業を行っていく予定である。 
 

 
ジオパーク解説板 盤面デザイン 
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（壮瞥町より受託） 

壮瞥町火山資料室の資料整理 

壮瞥町にある「そうべつ情報館ｉ（道の駅）」は、洞爺湖有珠山ジオパークのコ

ア施設であり、また、壮瞥町の火山防災の拠点施設と位置づけられている。二階に

は火山防災学び館を設置し、観光客が解説パネルや噴石の実物標本で火山につい

て学ぶことができる。さらに、資料室には有珠山や昭和新山に関する貴重な資料を

収蔵しており、それら学術資料とジオパークに係る観光関連資料などを適正に管

理し、活用していくことが火山防災とジオパークの発展を通じた地域振興にとっ

て重要である。 
本業務では、火山防災研究拠点およびジオパークコア施設としての機能の充実

化を図ることを目的として、火山防災学び館に集積する火山研究資料及びジオパ

ーク関連資料の分類・整理（①資料の分類整理、②資料のデータベース化、③映像

資料のデジタル化、④新聞データの整理）を行った。 
 

  

  
火山資料室 

 

  



13 
 

（壮瞥町より受託） 

そうべつ情報館 i ICT 整備事業支援 

壮瞥町が運営する道の駅そうべつ情報館 i では、有珠山を抱えるまちとして、地

域の防災情報や観光情報を積極的に行うための施設として位置づけられている。

平成 22 年度には、情報館への来訪者にタッチパネル式のコンピュータや、自由に

ホームページを閲覧できるパソコン、50 インチモニタなどの ICT ツールを活用し

て、壮瞥町をはじめ洞爺湖有珠山ジオパーク内の防災・観光・ジオパーク情報を提

供する取り組みを行った。当機構では、来訪者に提供する情報の内容や、その見せ

方などについて、有識者の助言を得ながら企画・調整およびシステム構築を行っ

た。 
 
 

 

 

 

 
 

タッチパネルモニター① タッチパネルモニター② 

 

 

 

 
 

リアルタイム監視モニター ジオパーク情報提供装置 
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（豊浦町より受託） 

豊浦町防災アドバイザー 

豊浦町が計画している防災事業に対する助言、指導を行うとともに、豊浦町民の

防災意識と地域防災力の向上を目的とした啓発活動の運営支援を行う。 
平成 22 年度は、①避難経験がほとんどない豊浦町民が安全かつ迅速に避難行動

を行うことができるよう、海溝型地震による津波災害を想定した避難計画の策定、

および要援護者の避難支援策を考える住民ワークショップ、②豊浦町広報誌への

防災コラムの執筆、③高低差の確認と、危険箇所や避難時の留意点について整理す

る現地調査の 3 つの取り組みを実施した。 
 

  

豊浦町の防災避難を考えるワークショップ 

  
広報とようら 防災コラム 現地調査 写真帳 
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（洞爺湖温泉小学校より依頼） 

有珠山地域における環境保全に関する啓発活動 

2000 年有珠山噴火・泥流災害で校舎移転となった洞爺湖温泉小学校のこどもたち

に「緑の再生」を伝える活動として、年に 2 回植樹活動を実施している。「緑はどう

なった？授業」と題して、学校教育関係者や研究者、行政・地域住民が連携して進

める環境防災教育の一環であり、運営、広報、機関連携を支援している。 
子供たちの植樹の手伝いをしながら、森の再生や砂防ダムの役割を教えるととも

に、活動後に CeMI ホームページに授業の様子を紹介している。 
 
１．春の授業（平成 22 年 6 月 16 日） 
  春の授業では、昨年度育てた苗を砂防ダム前面に植樹し、これまで植樹した

苗と比較したり、樹種による成長の違い等を現地で学習した。その後、有珠山

噴火と緑の再生や砂防施設の役割、そして緑はどのようにして私たちの生活

に関わっているのかなど子ども達に説明した。 
 
２．秋の授業（平成 21 年 10 月 2 日） 
  秋の授業では、洞爺湖温泉小学校近くの湖畔林で宝物探しと題して種とり

を行った。その後とったトチノキ、マユミ等の種をポットに植えた。植えた種

は、学校で水やり等の世話を行い、児童たちが大切に育てている。 
 

  
苗の植樹 植えた苗の記録作成 

  
湖畔林での種取り ポットに種植え 
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（財団法人河川環境管理財団より受託） 

北海道内の河川地形変動に関する調査 

 
北海道内において、河床砂礫が減少し露岩している河川の事例が増加している。特

に固結度の低い軟岩で河床が構成される河川では、最上流部が崖状を呈し、時間の経

過とともに洗掘深さは増大しながら上流方向に遡上し、安定することがない。その現

象理解に寄与するため、北海道内の河床低下が確認されている代表的な河川を対象

に、地形・地質などに関する基礎資料を収集、流況や河道特性などを整理し、河川地

形変動量、推移状況などについてとりまとめを行った。 

 
 

 

調査河川位置図 

  
チュウシベツ川河床低下部 チュウシベツ川河床高変遷図 
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（財団法人河川環境管理財団より受託） 

河道内樹木変化量を考慮した流下能力の検討 

日本では近年、環境・景観を考慮した多自然型川づくりによる河川改修が進んでお

り、蛇行した河道や樹木が生い茂る高水敷などより自然に近い川づくりが行われてい

る。一方、国や自治体などの財政難が原因で計画以上に河道内に樹木が繁茂し、それ

により計画流量を流下させるための河積が確保されていない河川も少なくない。ま

た、永続的に河道内の樹木を維持・管理するためには多大な費用が必要である。その

ため、効果的に河積を確保できる維持管理手法確立を目的として、昨年度整理・取り

まとめを行った河川環境調査の資料をもとに、斜里川をモデルとして河道内樹木の生

長変化量を検討し、それにともなう粗度変化を考慮した水位・流量解析を行い、河道

内樹木維持管理手法立案のための基礎データを作成した。 

 
 

 

 
斜里川の H14.8.22 のピーク流量時の現場写真 

 

 
 

 

 
 

抵抗係数と年数の関係グラフ 伐木・除草費用と流下能力グラフ 
 

 
 


